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小児医療センター・病院におけるボランティア受け入れ再開に関する要望書 

 

平素から大変お世話になっております。 

新型コロナウィルス感染症が感染症法の５類に移行して１年以上がたち、日常生活はほぼコロナ禍以

前に戻ってきました。しかし、病院の面会、ボランティア受け入れに関しては、今も時間・人数の制限

があったり、原則禁止のところも少なくありません。 

特に家族と離れて入院している子どもたちにとって、ボランティアによる遊びや本の読み聞かせ、音

楽・絵画創作活動などは、病院という管理された生活の中でも明るく楽しい時間を過ごし、子どもが子

どもらしく成長するために必要欠くべからざる支援と考えます。 

こうしたボランティアの方々がコロナ禍で病院に入れなくなりました。新型コロナウイルスが猛威を

振るい、医療資源が逼迫した時期であれば、入院患者と医療スタッフの命と安全を守るため、ボランテ

ィア活動の中止もやむをえなかったとは存じます。 

しかし、新型コロナが 5 類に移行し感染状況が落ち着いてきても、未だに少なからぬ小児医療センタ

ー・病院で接触型のボランティア活動が中止されています。コロナ禍で全く入れない状況が続き、ボラ

ンティアグループが解散したところもあると聞きます。こうして長期間ボランティア活動が中止された

状態では、外の風が全く入らず、子どもたちにとっては治療と単調な生活が繰り返されるだけの心身共

に刺激がない悲惨な状況と言えます。 

一方、ボランティア活動を再開し、感染症のワクチン接種歴、抗体検査の確認などの感染対策をしっ

かりとって、遊びや本の読み聞かせ、学習支援など子どもたちと接触するボランティア活動を積極的に

取り入れて、子どもたちの入院生活の質の向上を図っているセンター、病院もあります。 

厚生労働省は、昨年 10 月に「患者及び面会者の交流の機会を可能な範囲で確保するよう」検討の要

請を医療機関に求めています。治療の影響で免疫機能が低下しているお子さんも多く、感染症対策のた

めにボランティア活動を制限したい医療機関側の事情も理解できますが、再開して積極的に受け入れて

いる医療機関を参考としていただきたく、厚生労働大臣に、以下、要望いたします。 

記 

１， 現在ボランティア活動を停止している医療センター、病院においても、感染症の抗体検査等

の感染症対策をとった上で、受け入れを再開するよう働きかけをお願いいたします。 

２， ボランティアを受け入れるにあたって、多くの医療機関では感染症の抗体検査、胸部レント

ゲン撮影を求めています。当該医療機関で無料でやっていただける場合もありますが、個人

負担が生じる場合の補助をお願いいたします。 

以上 


